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専
修
大
学
社
会
科
学
研
究

所
（
所
長
∥
内
田
弘
経
済
学

部
教
授
）
は
、
３
月
１４
日
か

ら
２０
日
ま
で
春
季
実
態
調
査

と
し
て
、
韓
国
を
訪
問
し

た
。
参
加
者
２３

人
は
ソ
ウ
ル
か

ら
光
州
を
経
て
蔚
山
・
釜
山

ま
で
バ
ス
で
約
９００
㌔
を
移
動

し
た
。

１６
日
に
は
国
際
交

流
協
定
校
で
あ
る
檀

国
大
学
の
新
キ
ャ
ン

パ
ス
を
訪
れ
て
、
同

大
社
会
科
学
研
究
所

と
合
同
研
究
会
を
開

催
し
、
経
済
・
産
業

・
労
働
を
テ
ー
マ
に
双
方
か

ら
３
人
の
報
告
者
を
立
て
て

日
韓
の
現
状
を
比
較
検
討
し

チ
ャ
ン

た
。
研
究
会
に
先
立
ち
、
張

ホ

ソ
ン

淏
星
同
大
総
長
に
来
て
い
た

だ
き
、
ご
あ
い
さ
つ
い
た
だ

い
た
。

そ
の
ほ
か
、
ソ
ウ
ル
の
韓

国
労
働
研
究
院
、
釜
山
の
人

的
資
源
研
究
所
な
ど
の
研
究

機
関
、
現
代
自
動
車
蔚
山
工

場
や
釜
山
の
金
型
メ
ー
カ
ー

（
楊
亭
社
）
な
ど
の
企
業
を

訪
問
し
、
調
査
を
行
っ
た
。

１
９
８
０
年
の
５
・
１８
民

衆
抗
争
の
地
で
あ
る
、
光
州

市
の
国
立
全
南
大
学
５
・
１８

研
究
所
で
は
両
研
究
所
の
合

同
懇
談
会
を
開
催
。
そ
の

後
、
５
・
１８
記
念
墓
地
と
記

念
財
団
を
訪
れ
た
。

社
会
科
学
研
究
所
で
は
、

檀
国
大
学
、
全
南
大
学
、
そ

の
ほ
か
の
研
究
機
関
や
企
業

で
の
実
態
調
査
に
よ
っ
て
得

た
知
見
を
今
後
、
『
社
研
月

報
』
に
特
集
し
、
さ
ら
に
各

自
の
研
究
・
教
育
に
生
か
し

て
ゆ
く
こ
と
に
し
て
い
る
。

（
事
務
局
長
∥
経
済
学
部
教
授
・

村
上
俊
介
）
＊
肩
書
は
３
月
の
も

の

２
０
０
７
年
に
創
立
４０
周
年

を
迎
え
た
人
文
科
学
研
究
所

が
、
記
念
講
座
の
講
演
録
を
中

心
に
編
ん
だ
の
が
本
書
。文
学
、

歴
史
学
、地
理
学
、経
済
学
な
ど

を
専
攻
の
５
教
員
が
、
研
究
の

中
で
巡
り
合
っ
た
さ
ま
ざ
ま
な

旅
の
姿
を
取
り
上
げ
、
旅
が
人

の
心
や
社
会
に
働
き
掛
け
る
意

味
を
探
っ
た
。

▽
「
イ
ン
ド
人
の
跡
を
追
う

旅
」（
内
藤
雅
雄
文
学
部
教
授
）

▽
「
産
業
観
光
へ
の
誘
い
」
（
青

木
美
智
男
元
文
学
部
教
授
）
▽

「
近
代
日
本
の
旅
と
旅
行
産

業
」
（
永
江
雅
和
経
済
学
部
教

授
）
▽
「
日

露
戦
争
で
死

亡
し
た
ロ
シ

ア
軍
人
の
墓
と
記
念
碑
を
訪
ね

る
旅
」
（
大
谷
正
法
学
部
教

授
）
▽
「
自
然
に
出
会
う
旅
」（
高

岡
貞
夫
文
学
部
教
授
）

専
修
大
学
出
版
局
・
本
体
７

０
０
円
＋
税
。

〈
３
４
会
「
卒
業
５０
周
年
」

記
念
講
演
会
・
祝
賀
会
〉

▽
５
月
９
日（
土
）講
演
会
∥

１３
時
３０
分
開
会
「
直
木
賞
作

家
・
志
茂
田
景
樹
氏
」
▽
神

田
キ
ャ
ン
パ
ス
「
２
号
館
１４

号
教
室
」
、
祝
賀
会
∥
１５
時

開
会
▽
同
「
１
号
館
１５
階
報

恩
の
間
」

江
口
学
氏
☎
０３

（
３
９
６
９
）３
８
８
１

〈
長
野
県
東
信
支
部
総
会
〉

▽
５
月
１６
日
（
土
）
１８
時
開

会
▽
上
田
市
中
央
「
さ
さ

や
」

関
宏
之
氏
☎
０９０
（
３

０
８
２
）
７
２
０
０

〈
愛
知
県
支
部
懇
親
ゴ
ル
フ

コ
ン
ペ
〉

▽
５
月
２３
日
（
土
）
９
時
１７

分
ス
タ
ー
ト
▽
豊
川
市
平
尾

町
「
平
尾
Ｃ
Ｃ
」

西
島
篤

師
氏
☎
西
島
㈱
０
５
３
２

（
８８
）
５
５
１
１

校
友
会
で
は
専
修
大
学
Ｖ

Ｉ
Ｓ
Ａ
カ
ー
ド
の
加
入
募
集

を
実
施
し
て
お
り
ま
す
。
同

カ
ー
ド
は
、
通
常
の
ク
レ
ジ

ッ
ト
機
能
に
加
え
「
校
友
の

弁
護
士
、
公
認
会
計
士
、
税

理
士
の
紹
介
」や「
協
力
店
で

の
割
引
、
優
遇
サ
ー
ビ
ス
」

な
ど
、
本
学
独
自
の
サ
ー
ビ

ス
が
受
け
ら
れ
ま
す
。
お
問

い
合
わ
せ
は
校
友
会
事
務
局

☎
０３
（
３
２
６
５
）
７
５
７

９
ま
た
は
、
三
井
住
友
カ
ー

ド
入
会
案
内
デ
ス
ク
☎
０
１

２
０
・
８
１
６
４
３
７
ま
で

国際俳優として活躍中の尾崎英二郎さん

（平３経済）が、２月に開催された「ＳＨＯ

Ｗ ＯＦＦ ＹＯＵＲ ＳＨＯＲＴＳ映画祭」

（ロサンゼルス）で主演男優賞に輝いた。

映画は尾崎さんが米国に本拠を移し、初

めて主演した短編『ＴＨＥ ８ＴＨ ＳＡＭＵ

ＲＡＩ（八人目の侍）』。黒澤明の名作『七

人の侍』の撮影現場に隠されたサイドスト

ーリーを、名門映画学校ＡＦＩ（アメリカ

ン・フィルム・インスティテュート）の若

手監督が斬新な悲喜劇に仕立て上げた。

尾崎さんは役を突然下ろされ、屈辱から

立ち上がる〝八人目の侍〟の南州を熱演。

映画祭では満票を獲得する文句なしの受賞

で、ほかに学生作品賞、監督賞の主要３部

門を占めた。これまで、米国の映画『硫黄

島からの手紙』や大人気のテレビドラマ『Ｈ

ＥＲＯＥＳ』シーズン２にも出演。尾崎さ

んは「米国の俳優たちと競ってつかんだ受

賞だけに本当にうれしい。米国業界でのキ

ャリアのスタートに、大きな弾みがつきま

した」と喜びを表した。

同映画は世界１５を超える映画祭で公式上

映が決まっており、日本では７月、福岡ア

ジア映画祭で初上映が予定されている。

校
友
会
職
域
支
部
の
専
修

大
学
法
曹
会
が
主
催
す
る

「
無
料
法
律
相
談
会
」「（
後
援

∥
校
友
会
、
今
村
法
律
研
究

室
）
２
０
０
９
年
度
の
開
催

予
定
は
次
の
と
お
り
で
す
。

申
し
込
み
、
問
い
合
わ
せ

は
今
村
法
律
記
念
事
務
所
☎

０３
（
３
２
６
４
）
１
７
２
１

ま
で
。
相
談
に
は
事
前
の
申

し
込
み
が
必
要
と
な
り
ま

す
。

【
場
所
】
神
田
キ
ャ
ン
パ
ス

８
号
館
１
階
「
今
村
法
律
記

念
事
務
所
」

【
日
程
】
※
毎
回
水
曜
日

５
月
２０
・
２７
日
、６
月
３
・
１０
・

１７
・
２４
日
、
７
月
１
・
８
・
１５
・

２２
日
、
９
月
１６
日
、
１０
月
２１

日
、
１１
月
１８
日
、
１２
月
１６
日
、

１
月
２０
日
、２
月
１７
日
、３
月

１７
日

【
時
間
】
１６
時
３０
分
～
１９
時

３０
分

専
修
大
学
北
上
高
校
に
数
学
教

師
と
し
て
３８
年
間
勤
務
し
、
０８
年

３
月
定
年
退
職
。
現
在
は
講
師
の

久
保
光
雄
さ
ん（
昭
４５
経
済
）が
、

箱
根
駅
伝
の
往
路
１０８
㌔
の
走
破
に

チ
ャ
レ
ン
ジ
し
た
。
「
も
う
一
度

青
春
時
代
に
戻
れ
る
な
ら
、
選
手

と
し
て『
箱
根
』を
走
り
た
い
」
と

い
う
熱
狂
的
な「
箱
根
」フ
ァ
ン
。

「
２
年
連
続
で
シ
ー
ド
権
を
逃
し

て
い
る
陸
上
競
技
部
に
エ
ー
ル

を
」
と
チ
ャ
レ
ン
ジ
を
決
め
た
。

３
月
２６
日
午
前
８
時
、東
京
・
読

売
新
聞
東
京
本
社
前
に
、
専
大
ス

ポ
ー
ツ
編
集
部
員
の
菅
原
亜
美
さ

ん
（
文
２
）
と
山
口
高
弘
さ
ん
（
商

２
）
が
応
援
に
駆
け
つ
け
、
久
保

さ
ん
手
作
り
の
横
断
幕「
必
勝
・
専

修
大
学

箱
根
駅
伝
シ
ー
ド
権
獲

得
」
と
記
念
撮
影
。
同
校
出
身
の

陸
上
競
技
部
員
・
渡
邊
勇
和
選
手

（
経
済
３
）
の
激
励
の
手
紙
を
胸

に
ス
タ
ー
ト
し
初
日
４０
㌔
、
２
日

目
４０
㌔
、
３
日
目
２８
㌔
と
い
う
ス

ケ
ジ
ュ
ー
ル
通
り
に
足
を
進
め
、

無
事
ゴ
ー
ル
し
た
久
保
さ
ん
は

「
経
験
者
が
７
人
残
る
の
で
、
必

ず
や
結
果
を
出
し
て
く
れ
る
こ
と

で
し
ょ
う
。
６１
歳
の
ミ
ニ
チ
ャ
レ

ン
ジ
が
部
員
の
心
に
届
け
ば
う
れ

し
い
」
と
次
回
予
選
会
に
期
待
を

寄
せ
て
い
る（
学
年
は
新
年
度
）。

本
学
が
担
っ
て
い
る
熱
き

使
命
と
こ
れ
か
ら
の
展
望
を

伝
え
る
た
め
、
２
０
０
６
年

に
「
大
学
の
あ
り
方
と
社
会

知
性
の
開
発
｜
日
髙
義
博
学

長
講
演
録
」
を
刊
行
し
た
。

日
髙
義
博
学
長
が
０７
年
以

後
の
文
化
講
演
会
な
ど
で
語

っ
て
き
た
大
学
論
、学
問
論
、

文
化
論
、
人
生
論
な
ど
を
ま

と
め
た
冊
子
「
学
問
と
人
生

｜
日
髙
義
博
学
長
講
演
録

Ⅱ
」
∥
写
真
∥
が
こ
の
ほ
ど

完
成
し
、
入
学
式
で
新
入
生

や
ご
父
母
に
配
布
さ
れ
た
。

学
問
は
何
の
た
め
に
す
る

の
か
、
社
会
の
あ
り
方
は
ど

う
あ
る
べ
き
か
を
自
身
に
問

い
か
け
、
高
校
生
に
問
い
か

け
、
学
生
や
卒
業
生
に
問
い

か
け
、
そ
し
て
社
会
に
問
い

か
け
る
内
容
と
な
っ
て
い

る
。

＊
ご
希
望
の
方
に
差
し
上
げ

ま
す
＊

次
の
事
項
を
ご
記
入
の
う
え
、

ハ
ガ
キ
、ま
た
はｅ

―ｍ
ａ
ｉ
ｌ

で

ご
応
募
く
だ
さ
い
（
い
た
だ
い
た

個
人
情
報
は
発
送
の
み
に
使
用
い

た
し
ま
す
）。

①
４
月
号
で
興
味
を
持
っ
た
記

事
②
今
後
取
り
上
げ
て
ほ
し
い
記

事
③
住
所
・
氏
名
・
電
話
番
号
・

育
友
の
方
は
ご
子
女
の
学
部
学

年
、
卒
業
生
の
方
は
卒
業
学
部
年

〈
あ
て
先
〉
〒
１
０
１
―
８
４
２

５
（
専
用
郵
便
番
号
）
専
修
大
学
広

報
課
Ｎ
Ｓ
係
。
〆
切
り
５
月
７
日

e
‐
m
a
i
l

k
o
h
o
@
a
c
c
.
s
e
n
s

h
u‐

u
.
a
c
.
j
p

キ
ャ
リ
ア
デ
ザ
イ
ン
セ
ン

タ
ー
で
は
、
「
プ
ロ
フ
ェ
ッ

シ
ョ
ナ
ル
が
語
る
現
代
ビ
ジ

ネ
ス
事
情
２
０
０
９
」
を
５

月
７
日
か
ら
７
月
９
日
ま
で

の
毎
週
木
曜
日
（
全
１０
回
）
、

１９
時
か
ら
２０
時
３０
分
ま
で
、

神
田
キ
ャ
ン
パ
ス
で
開
講
す

る
。
新
日
本
有
限
責
任
監
査

法
人
の
公
認
会
計
士
が
最
新

の
ト
ピ
ッ
ク
ス「
知
的
財
産
」

「
Ｃ
Ｓ
Ｒ
」
「
環
境
会
計
」
な

ど
を
わ
か
り
や
す
く
解
説
す

る
。
※
学
生
の
受
講
料
は
２

５
０
０
円
（
全
１０
回
）
。
校

友
、
育
友
、
一
般
の
方
も
受

講
可
能
。
受
講
料
は
そ
れ
ぞ

れ
異
な
る
。
詳
細
は
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
で
。
☎
０４４
（
９１１
）
７

１
８
９

福
祉
社
会
と
は
、
社
会
の
住

民
す
べ
て
が
等
し
く
、
よ
り
人

間
ら
し
い
生
活
が
で
き
る
社
会

の
こ
と
で
あ
り
、
そ
の
た
め
に

は
女
性
と
男
性
の
あ
い
だ
が
平

等
で
あ
る
こ
と
が
前
提
と
な

る
。
そ
の
文
脈
で
、
統
計
を
女

性
と
男
性
別
に
み
る
と
、
生
活

の
多
様
な
領
域
で
、
両
性
が
お

か
れ
て
い
る
全
般
的
な
状
態
が

鮮
明
に
な
る
。

ジ
ェ
ン
ダ
ー
統
計
論
は
、
統

計
学
の
中
で
は
新
し
い
分
野
で

あ
る
が
、
「
福
祉
」
が
国
の
代

名
詞
と
な
っ
て
い
る
ス
ウ
ェ
ー

デ
ン
は
、
そ
の
世
界
的
展
開
の

中
心
的
な
役
割
を
果
た
し
て
い

る
。
本
書
は
、
統
計
の
専
門
家

で
な
い
人
に
も
手
軽
に
利
用
し

て
も
ら
え
る
よ
う
に
図
表
を
使

い
、
「
利
用
者
に
や
さ
し
い
」

統
計
が
提
供
さ
れ
て
い
る
。（
ノ

ル
デ
ィ
ッ
ク
出
版
・
本
体
１
７

１
４
円
＋
税
）

訳
者
（
ふ
く
し
ま
・
と
し

お
）
経
済
学
部
教
授
。
担
当
は

経
済
統
計
学
ほ
か
。

特
許
制
度
は
本
当
に
経
済
成

長
や
産
業
の
発
達
に
貢
献
し
て

い
る
の
だ
ろ
う
か
。
日
本
の
現

行
の
特
許
制
度
体
系
は
最
善
の

も
の
と
い
え
る
だ
ろ
う
か
。
い

っ
そ
う
の
産
業
の
発
達
に
寄
与

す
る
よ
う
に
、
特
許
制
度
体
系

を
改
革
す
る
余
地
は
な
い
の
だ

ろ
う
か
。
本
書
は
、
上
記
の
疑

問
に
答
え
る
べ
く
、
２
０
０
５

年
に
開
発
さ
れ
た
日
本
の
特
許

デ
ー
タ
ベ
ー
ス
を
縦
横
に
活
用

し
て
実
証
分
析
を
行
っ
た
、
初

め
て
の
包
括
的
な
特
許
経
済
研

究
の
試
み
で
あ
る
。

本
書
で
は
、
様
々
な
実
証
経

済
分
析
を
通
し
て
、
日
本
の
有

力
産
業
に
お
い
て
イ
ノ
ベ
ー
シ

ョ
ン
を
促
す
仕
組
み
や
要
因
は

何
で
あ
る
か
を
解
明
し
て
現
在

の
日
本
の
特
許
制
度
を
評
価

し
、
さ
ら
に
日
本
経
済
全
体
の

発
展
を
促
す
望
ま
し
い
特
許
制

度
の
あ
り
方
が
模
索
さ
れ
る
。

（
東
洋
経
済
新
報
社
・
本
体
５

２
０
０
円
＋
税
）

著
者
（
や
ま
だ
・
せ
つ
お
）

経
済
学
部
教
授
。
主
な
担
当
は

経
済
政
策
。

ド
メ
ス
テ
ィ
ッ
ク
な
要
素
と

グ
ロ
ー
バ
ル
な
要
素
が
交
錯
す

る
ア
ジ
ア
の
中
で
、
日
本
の
流

通
を
と
ら
え
直
す
と
言
う
究
極

の
目
的
を
遠
く
に
見
や
り
な
が

ら
、
本
書
で
は
種
々
の
角
度
か

ら
中
国
の
流
通
近
代
化
プ
ロ
セ

ス
を
分
析
し
て
い
る
。

具
体
的
に
は
、
第
一
に
国
有

企
業
改
革
の
流
れ
に
乗
る
中
国

有
力
小
売
企
業
、
外
資
の
中
で

異
彩
を
放
つ
華
人
資
本
、
日
本

型
卸
売
業
の
移
転
に
取
り
組
む

日
系
総
合
商
社
な
ど
中
国
流
通

近
代
化
の
多
様
な
担
い
手
に
焦

点
を
当
て
て
い
る
。

第
二
に
、
流
通
の
地
域
差
に

考
慮
し
て
、
大
都
市
と
地
方
都

市
で
計
画
経
済
か
ら
市
場
経
済

体
制
へ
の
移
行
過
程
に
お
け
る

小
売
・
卸
の
変
化
を
、
現
地
調

査
に
基
づ
い
て
分
析
し
て
い

る
。
第
三
に
、
家
電
品
、
自
動

車
、
食
品
の
新
し
い
流
通
チ
ャ

ネ
ル
の
生
成
を
と
り
あ
げ
て
い

る
こ
と
な
ど
で
あ
る
。
（
白
桃

書
房
・
本
体
３
８
０
０
円
＋
税
）

共
著
者
（
せ
き
ね
・
た
か

し
）
商
学
部
教
授
。
主
な
担
当

は
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
。

「
社
会
科
学
研
究
所
」が

韓
国
で
春
季
実
態
調
査

専
大
北
上
高
校
講
師

久
保

光
雄
さ
ん

ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
の

女

性

と

男

性

「「箱箱根根往往路路」」をを走走破破

◀

全
南
大
５
・
１８
研
究
所
と
の
合
同
懇
談
会

ジ
ェ
ン
ダ
ー
平
等
の
た
め
の

デ
ー
タ
ブ
ッ
ク
２
０
０
６

「経済」「産業」「労働」テーマに

ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
中
央
統
計
局

福
島
利
夫
訳

「「シシーードド権権獲獲得得」」のの願願いい込込めめ

ロ
ス
の
映
画
祭
で
主
演
男
優
賞
受
賞

ＴＴＨＨＥＥ ８８ＴＴＨＨ ＳＳＡＡＭＭＵＵＲＲＡＡＩＩ

特
許
の
実
証

経

済

分

析

米 映 画

山
田

節
夫
著

▲ 檀国大・張総長へ記

念品を贈る内田所長

日
髙
学
長
講
演
録
Ⅱ

「
学
問
と
人
生
」を
刊
行

発

展

す

る

中
国
の
流
通

キ
ャ
リ
ア
支
援
公
開
講
座

専
修
大
学
カ
ー
ド

関
根

孝
ほ
か
著

『
人
は
何
を
旅
し
て
き
た
か
』

●

加
入
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
中
●

専
修
大
学
人
文
科
学
研
究
所
編
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